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島田市博物館にて、武器の歴史を紐解く企画展を開催します。

人類の歴史の中で、武器は戦いの道具としてだけではなく、重要な技術や思想を反映した存在として進化を遂
げてきました。
本展では、狩猟道具としての原始的な石器から戦の時代を経て、平和な江戸時代に芸術品や権力の象徴へと
昇華した武器の物語をたどります。
戦の時代、日本刀は武士の精神を象徴する存在として崇められ、一方でポルトガルから伝来した鉄砲は戦法に
革命をもたらしました。
戦乱が終わり平穏な時代が訪れると、武器は実用性だけでなく、美術的・象徴的価値をもつものとしてその姿を
変えました。
本展では島田市博物館所蔵の貴重な資料を中心に展示し、時代が移り変わる中で人々が武器に込めた技術
や思想・戦争の歴史に迫り、
その歴史的な価値を探る企画展です。

【開催期間】　令和８年６月27日（土）～９月27日（日）
　　　　　毎週月曜日休館(月曜日が祝日の場合は開館、翌平日休館)
　　　　　前期：令和８年６月27日（土）～８月９日(日)　44日間
　　　　　後期：令和８年８月11日(火)～９月27日(日)　48日間

【開館時間】　　9:00～17:00　※最終入館16：30まで

【展示場所】　　島田市博物館　本館　特別展示室
　　　　　　　　〒427－0037　静岡県島田市河原一丁目５番50号
　　　　　　　　℡　0547－37－1000/ FAX　0547－37－8900

【観覧料】　　　一般500円（団体20名以上の場合400円）・中学生以下無料、障がい者手帳の提示にて当人と
　　　　　　　　　介助者1名まで無料

【関連イベント】
　①博物館講座「鉄砲の革新　～歴史を変えた衝撃と軌跡～」
　　日　　時：令和８(2026)年８月９日(日)13時30分～15時00分
　　場　　所：島田市博物館本館
　　定　　員：30名
　　対　　象：中学生以上
　　参加費　：100円(別途入館料)
　　申　　込：電子申請 / 博物館本館受付　(７月25日(金)より先着順)
　　講　　師：当館学芸員

②ギャラリートーク「島田を彩る武器たち -刀編-、-鉄砲編- 」
　日　　時：令和８年７月12日(日)（-刀編-）、令和８年９月13日(日)（-鉄砲編-）
　　　　　　　　　　　　　　各日10時00分～10時30分
　場　　所：島田市博物館特別展示室
　定　　員：20名程度
　対　　象：どなたでも
　参 加 費：無料
　申　　込：なし
　講　　師：当館学芸員

③島田市文化財保存活用地域計画認定記念講演会
　講演１「島田市の歴史文化再発見」
　講演２「文化財の保存活用と歴史教育」
　日　　時：令和８年９月19日(土)13時30分～16時30分（受付13:00）
　場　　所：島田市立金谷公民館（みんくる）
　定　　員：100名
　対　　象：どなたでも
　参 加 費 ：無料
　申　　込：Logoフォーム（予定）
　講　　師：平山 優（歴史学者）、加藤 理文（城郭研究家、文化財保存活用地域計画協議委員）
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詳細

取材のポイント
・島田、静岡の武器史を物語る資料が大集合
　島田市博物館にて、武器の歴史を紐解く企画展を開催します。
　市内古墳から出土した古代の馬具や鉄刀、室町時代から島田にて昨刀した「島田鍛冶」の日本刀、徳川家
康がヨーロッパ人の帽子を模して制作させた兜、島田の鉄砲鍛冶が制作した火縄銃など様々なバックグラウ
ンドを持つ資料を展示予定です。,
・「御手杵 写し」の初展示
　名古屋刀剣博物館が制作した「御手杵 写し」を借用し、初めて展示します。
　御手杵は、室町時代後期に島田鍛冶 「義助」が作刀した槍で、結城家（現 茨城県結城市）に伝えられま
した。全長221㎝、刃長142.3cmの大身槍（長大な槍）で、江戸時代には関東を代表する槍とし絶賛されていま
したが、昭和20(1945)年３月の東京大空襲により焼失しました。
　名古屋刀剣博物館が刀匠 上林 恒平に依頼して制作し、令和2年に完成した写しです。
　※写し…元々存在する/した 刀剣を手本に、忠実に新たに制作された刀剣
・「郵便保護銃」の初展示
　令和５年、島田市民から寄贈を受けた郵便保護銃を初めて展示します。
　日本の歴史上初めて武器の携帯を認められたのは郵便局員で、強盗からの護身用として短銃を携帯して
いました。
　本資料は、「明治九年　濱松県」「千二十五号」の刻印が見られることから、明治９(1875年)年に浜松県（現
島田市金屋町から現 湖西市を区域とした県）内の郵便極似て使用されていた郵便保護銃であると考えられ
ます。

私が担当者です：島田市 観光文化部 博物館課 博物館係 博物館係
　電話：0547-37-1000（内線：） FAX：0547-37-8900
　当日の担当者： 博物館課 博物館係　直通電話（携帯など）：0547-37-1000
担当者からの一言：個性的な武器が大集合しますので、ぜひお越しください。

□参加者：どなたでも
■取材対応：取材ご希望の方は事前にご連絡ください。
■報道駐車場：島田市博物館 本館
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